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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 3月 10日 (2004.3.10)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 オ ー ス テ ナ イ ト の ス テ ン レ ス 鋼 又 は ニ ッ ケ ル 合 金 鋼 か ら 形 成 さ れ た 構 成 材 の 表 面 上 に 酸
化 物 被 膜 を 生 成 す る た め の 方 法 で 、 当 該 構 成 材 が 表 面 に 自 然 形 成 さ れ た 酸 化 物 の フ ィ ル ム
を も ち 、 当 該 方 法 が 、
　 の 温 度 の 第 １ の 期 間 に 、 循 環 乾 燥 空 気 の 存 在 下 で 表 面 を 加 熱 す る こ
と 、
　 第 １ の 期 間 中 の 温 度 よ り 高 い 温 度 の 第 ２ の 期 間 に 、 高 圧 下 で 静 止 乾 燥 空 気 の 存 在 下 で 表
面 を 加 熱 す る こ と 、
に よ り 表 面 上 に 自 然 形 成 さ れ た 酸 化 物 の フ ィ ル ム を 強 化 さ せ る こ と 、 並 び に
　 酸 化 処 理 に よ り 強 化 さ れ た 酸 化 物 被 膜 の 外 側 の 部 分 を 除 去 し て 、 そ れ に よ り 高 い ク ロ ム
対 鉄 の 比 率 を も つ 酸 化 物 の 被 膜 が ス テ ン レ ス 鋼 の 表 面 に 露 出 さ れ る こ と 、 の 段 階 を 含 ん で
な る 、
方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ れ ら の 結 果 は 図 ６ の 棒 グ ラ フ に よ り 説 明 さ れ 、 そ こ で 、 ９ ０ で 表 さ れ た 各 棒 は 未 処 理
の 構 成 材 に 対 応 し 、 ９ ５ で 表 さ れ た 各 棒 は 前 記 の 方 法 で 処 理 さ れ た 構 成 材 に 対 応 す る 。 こ
の よ う な 記 号 は 図 お い て も 使 用 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】

２ ５ ０ ℃ － ３ ０ ０ ℃

７ に



　

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　

【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 発 明 は 、 １ 種 類 以 上 の 具 体 的 な 態 様 に つ い て 実 質 的 に 詳 細 に 説 明 さ れ た が 、 当 業 者 は
、 付 記 さ れ た 請 求 項 に 示 さ れ る よ う な 本 発 明 の 範 囲 及 び 精 神 か ら 逸 脱 せ ず に 、 そ れ ら に 変
更 を 加 え る こ と が で き る こ と を 認 め る で あ ろ う
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こ れ ら の 試 験 は 、 オ ー ス テ ナ イ ト の ス テ ン レ ス 鋼 又 は ニ ッ ケ ル 合 金 鋼 と 、 こ れ ら の 鋼 が
様 々 な 適 用 に お い て 接 触 す る 溶 液 と の 間 に 、 有 意 に 、 よ り 有 効 な バ リ ヤ ー を 提 供 す る フ ィ
ル ム を 形 成 す る た め の 、 本 発 明 の 有 効 性 を 示 し て い る 。

そ れ ら の 基 礎 と な る 説 か ら 逸 脱 せ ず に 、 前 記 の シ ス テ ム に 数 々 の 修 正 を 実 施 す る こ と が
で き る 。

本

。
本 発 明 の 主 た る 特 徴 及 び 態 様 は 以 下 の と お り で あ る 。
１ ． 　 オ ー ス テ ナ イ ト の ス テ ン レ ス 鋼 又 は ニ ッ ケ ル 合 金 鋼 か ら 形 成 さ れ た 構 成 材 の 表 面

上 に 酸 化 物 被 膜 を 生 成 す る た め の 方 法 で 、 当 該 構 成 材 が 表 面 に 自 然 形 成 さ れ た 酸 化 物 の フ
ィ ル ム を も ち 、 当 該 方 法 が 、

２ ５ ０ ℃ － ３ ０ ０ ℃ の 温 度 の 第 １ の 期 間 に 、 循 環 乾 燥 空 気 の 存 在 下 で 表 面 を 加 熱 す る こ
と 、

第 １ の 期 間 中 の 温 度 よ り 高 い 温 度 の 第 ２ の 期 間 に 、 高 圧 下 で 静 止 乾 燥 空 気 の 存 在 下 で 表
面 を 加 熱 す る こ と 、
に よ り 表 面 上 に 自 然 形 成 さ れ た 酸 化 物 の フ ィ ル ム を 強 化 さ せ る こ と 、 並 び に

酸 化 処 理 に よ り 強 化 さ れ た 酸 化 物 被 膜 の 外 側 の 部 分 を 除 去 し て 、 そ れ に よ り 高 い ク ロ ム
対 鉄 の 比 率 を も つ 酸 化 物 の 被 膜 が ス テ ン レ ス 鋼 の 表 面 に 露 出 さ れ る こ と 、 の 段 階 を 含 ん で
な る 、
方 法 。

２ ． 　 第 １ の 期 間 が 約 １ 時 間 で あ る 、 上 記 １ の 方 法 。
３ ． 　 第 ２ の 期 間 中 の 温 度 が 約 ４ ２ ５ ℃ で あ る 、 上 記 １ の 方 法 。
４ ． 　 加 熱 の 第 ２ の 期 間 中 の 温 度 が 約 ４ ２ ５ ℃ で あ る 上 記 ２ の 方 法 。
５ ． 　 第 ２ の 期 間 が 約 ２ 時 間 で あ る 、 上 記 １ の 方 法 。
６ ． 　 第 ２ の 期 間 が 約 ２ 時 間 で あ る 、 上 記 ２ の 方 法 。
７ ． 　 第 ２ の 期 間 が 約 ２ 時 間 で あ る 、 上 記 ３ の 方 法 。
８ ． 　 第 ２ の 期 間 が 約 ２ 時 間 で あ る 、 上 記 ４ の 方 法 。
９ ． 　 高 圧 が 約 １ ． ５ イ ン チ 水 柱 で あ る 、 上 記 １ の 方 法 。
１ ０ ． 　 高 圧 が 約 １ ． ５ イ ン チ 水 柱 で あ る 、 上 記 ３ の 方 法 。
１ １ ． 　 高 圧 が 約 １ ． ５ イ ン チ 水 柱 で あ る 、 上 記 ５ の 方 法 。
１ ２ ． 　 高 圧 が 約 １ ． ５ イ ン チ 水 柱 で あ る 、 上 記 ７ の 方 法 。
１ ３ ． 　 酸 化 処 理 が 約 １ ０ パ ー セ ン ト の リ ン 酸 溶 液 中 に 表 面 を 浸 漬 す る こ と を 含 ん で な

る 、 上 記 １ の 方 法 。
１ ４ ． 　 酸 化 処 理 が 約 １ ０ パ ー セ ン ト の リ ン 酸 溶 液 中 に 表 面 を 浸 漬 す る こ と を 含 ん で な

る 、 上 記 ３ の 方 法 。
１ ５ ． 　 酸 化 処 理 が 約 １ ０ パ ー セ ン ト の リ ン 酸 溶 液 中 に 表 面 を 浸 漬 す る こ と を 含 ん で な

る 、 上 記 ７ の 方 法 。



　

　
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ８
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
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１ ６ ． 　 酸 化 処 理 が 約 １ ０ パ ー セ ン ト の リ ン 酸 溶 液 中 に 表 面 を 浸 漬 す る こ と を 含 ん で な
る 、 上 記 ９ の 方 法 。

１ ７ ． 　 第 １ の 期 間 中 の 温 度 が ３ ０ ０ ℃ で あ る 、 上 記 １ の 方 法 。
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